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川崎重工業の脱炭素に向けた取り組み（グループビジョン2030）

2020年に発表した「グループビジョン2030 」で水素サプライチェーンの取り組みを宣言
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川崎重工業の脱炭素に向けた取り組み（グループビジョン2030）

製造から利用まで水素チェーンのすべてに取り組み安価な水素を流通

つくる はこぶ・ためる つかう

2050年カーボンニュートラル実現に貢献

資源国 （豪州） 利用国 （日本）

水素輸送・貯蔵 水素利用水素製造

コンバインド
サイクル発電所など

輸送用機器
水素ステーション

燃料電池自動車など

発電所

液化水素コンテ
ナ

液化水素
貯蔵タンク

未利用資源（褐炭）や
豊富な再生可能エネルギーから
低コストに水素製造

CCS
（CO2回収・貯留）

CO2フリー水素

安価な
再生可能エネルギー

液化水素運搬船液化・積荷

褐
炭

JAXA

水素ガスタービン
水素ガスエンジン
燃料電池など

産業用機器

水素航空機
水素エンジン

水素タンクなど



33

水素大量製造・輸送のステップ
水素利用分野の拡大

1. イノベーション推進体制／（2）マネジメントチェック項目① 経営者等の事業への関与

川崎重工業の脱炭素に向けた取り組み（グループビジョン2030）

水素の大量製造・輸送を促進し、水素利用分野を拡大
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川崎重工業の脱炭素に向けた取り組み（グループビジョン2030）

水素技術のフロントランナーとして市場の創生、拡大を目指す
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水素航空機コア技術の開発

本事業で水素航空機コア技術を開発し航空機のCO2削減への貢献を目指す

グループビジョン2030

水素航空機のイメージ

液化水素燃料タンク

ドーム形状試作

水素燃料供給システム

試作ポンプ

機体構想

水素燃焼器

出口プローブ火炎

火炎の様子
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経営者等による具体的な施策・活動方針

経営者等による水素航空機開発事業への関与の方針

3. イノベーション推進体制／（2）マネジメントチェック項目① 経営者等の事業への関与

•経営者のリーダーシップ
– グループビジョン2030でカーボンニュートラル、水素関連事業への取り組みを示し、本事業もその一つと位置付
けている

– 本事業を着実かつスピーディーに進めるため、2022年4月に専門部署を設置、2023年7月に総括部として組
織規模を拡大し、体制を強化

•事業のモニタリング・管理
– 社長連絡会及びプロジェクト推進会議での実施状況のフォローおよびモニタリング
– 以下の委員会、WGを設置し、社外、社内からの評価、アドバイスを得て研究開発を推進
・技術委員会 ：社外の有識者が参加
・水素航空機検討WG：社内の有識者が参加（調整中）

水素航空機検討WG

タンク構造・材料
SWG

燃料供給システム
SWG

装備品艤装
SWG

配管・接手
SWG

安全性
SWG

事務局：航空宇宙システムカンパニー
水素戦略本部：
技術開発本部：
エネルギー＆マリンCo：

デザイン・レビュー会

モニタリング・管理体制を強化するとともに、弊社の技術・ノウハウを統合的に検討・活用
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経営者等による水素航空機開発事業への関与の方針

3. イノベーション推進体制／（2）マネジメントチェック項目① 経営者等の事業への関与

ステークホルダーに対する公表・説明

以下の説明会、進捗報告会でステークホルダーに情報を発信
・グループビジョン2030 事業方針説明会（2020年11月2日）
・グループビジョン2030 進捗報告会（2021年6月1日、2021年12月9日、2022年12月6日）
・2023年度第1四半期決算説明会（2023年8月8日）

2023年度第1四半期決算説明資料で重点施策として記載

水素航空機開発事業への取組を積極的にステークホルダーに発信
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3. イノベーション推進体制／（1）組織内の事業推進体制

経営者のコミットメントの下、専門部署に複数チームを設置

NEDOグリーンイノベーション基金水素航空機研究プロジェクト
研究開発責任者 ：木下 康裕 エグゼクティブフェロー (水素航空機担当)

水素航空機向けエンジン燃焼器技術開発チーム

液化水素燃料貯蔵タンク技術開発チーム

水素航空機機体構造検討チーム

水素航空機向け装備システム技術開発チーム

航空宇宙システムカンパニー・プレジデント ：下川 広佳
水素航空機担当執行役員 ：須藤 政隆

川崎重工業株式会社
代表取締役社長執行役員 ：橋本 康彦
代表取締役副社長執行役員 ：中谷 浩 CSO(最高標準化責任者)

水素航空機コア技術研究プロジェクト総括部
：餝 雅英 総括部長

（2023年7月改称）

コア技術研究部

知財・標準化検討チーム

（2023年4月任命）

（2023年4月体制強化）

プロジェクト計画部 （2023年7月新設）

（2023年7月新設）

オープン・クローズ戦略の検討体制

事業戦略、技術と並行して知財・標準化、オープン・クローズ戦略を検討する体制を構築
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1. 事業戦略・事業計画／（6）研究開発・設備投資・マーケティング計画

直接／間接顧客であるOEMやエアラインとの連携を継続

• 水素航空機関連の研究について、意見交換・協議を継続実施中
• 航空機の脱炭素に向けた動向（水素、SAF、電動化等）についても常に最新の情報を収集、把握

機体、エンジンOEMとの連携

エアバス社との覚書締結プレスリリース

エアラインとの連携
• 国内エアラインとの連携継続し、適宜情報交換を実施
• 運航者視点での要求や助言を頂き、要求仕様や検討内容に反映

• 2022年4月より、水素航空機の社会実装に必須となる空港インフラについてエアバス
社と共同調査を実施。2023年以降は、実際に設備を運用する立場である関西エア
ポートも加えて継続

• 水素の生産から空港への輸送、航空機への補給までの全体サプライチェーン構築に向け
た調査を開始

• 水素の社会導入のロードマップ（時期、供給量、コスト等）についても社内関連部署と
連携し常に最新の情報を収集、把握

水素航空機向け空港インフラの検討

航空機の脱炭素に向けた動きを常に把握し、市場の要求に迅速かつ柔軟に対応
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1. 事業戦略・事業計画／（6）研究開発・設備投資・マーケティング計画

研究開発成果の他分野への活用を検討

水素供給系技術水素燃焼器

水素ガスタービン

水素ガスエンジン

水素焚きボイラ

モバイル系燃料供給インフラ系燃料供給

FC車両 FCバス FCトラック

温度調整

液化水素用バルブ液化水素タンク 液化水素用ポンプ

水素四輪車

水素供給車

水素空港インフラ

無人モビリティ

水素二輪車

本プロジェクトで開発したコア技術と社内に保有する製品技術を組み合わせた
新ビジネスの創出を検討
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